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1. 本誌 は､物 性 物 理 の研 究 を共 同 で促 進 す るため ､研 究者 が そ

の研 究意 見 を自由 に発表 し討論 しあ い､ また､研 究 に関連 した

情報 を速 や か に交 換 しあ うこ とを 目的 と して ､毎 月 1回編 集 ･

刊行 され ます｡ 掲 載 内容 は､研 究論 文 ､研 究会 ･国際会議 な ど

の報告 ､講義 ノー ト､研 究 に関連 した諸 問題 につ いての意 見 ､

情報 な どです｡

2･ 本誌 に掲 載 きれ る論 文 につ いて,は､原 則 と して審査 は行 な い

ませ ん O 月旦し{?編 集 者 が本誌 に摘 載 す るこLとを著 し く不適 当 と

認 め た もの にら いて は､改訂 を求 め ､ または掲 載 を拒 絶 す るこ

とが あ ります｡

3. 本誌 の掲 載論 文 を他 の学術 雑誌 に引用 す る と きは､著 者 の承

諾 を得 た上 で privatecommunication扱 い に して下 さいO

投稿規定

1. 雑 誌 のペ ー ジ数 を節 約 す るため原稿 は極 力簡潔 にお書 き下 さ

い｡

2. 原稿 は400,字 詰 J京稿 用 紙 を使 用 して下 さい0

3. 数 式 ､記 号 の書 き方 は 'progress､ Journalの投稿 規 定 に

に準 じ､ミスプ リン トが生 じないよ うに適 当 な処 置 を とって下 さ

い｡

⊥ヒツ キ､下 ツ キは特 に紛 わ しい もの のみ を才旨定 して下 さい｡

英字 の大 ､花 文 字 ､ ギ リシャの才旨定 を忘 れ な い よ うに､O とa

と 0(ゼ ロ)､u とn と rr､C とe､l′(- ル )と 1(イチ)､X と×

(カケル )､u とV 等 が一 番 間違 いや す い｡

4. 数 式 は 3孝子に わ た って大 き く書 いて下 さい｡

5. 1行 以 内 にお さ ま らな い可能 ノ陸の あ る長 い数 式等 は必 ず改行

の際 の切 れ 目 を赤 です旨定 して下 さいO

6. 図 の縮 尺 ､拡 大 は致 しませ ん｡ 一 貫以 内 に入 らない図 は原 則

と して著者 に返送 し､書 き改 め て い た だ きます｡

7. 投稿 後 の原稿 の言丁正 はで きるだけ さけ るよ うに して下 さい｡

8. 別刷 が入用 な場 合 は､投稿 の際 に所要 部 数 を10部単 位 で申込

んで下 さいO 別 紙代 は下記 方 式 に よ り､ 現金 で納 入 して い た だ

き ます ｡

(郵 券 に よ る受 付 は し?た し ませ ん｡

p :物 研 出 来 上 り頁 数

Ⅹ :別 刷 所･要 部 数

＼ a :別 刷 一 貫 の代 金 1円

b :製 本 代 (別 刷 一 部 に つ き) 10円

別刷代 - (a p +b)Ⅹ + 送 料

別刷代 金･は別刷 を受･取 って か ら､ 1ケ 月以 内 に納 め て下 さい占

そ れ よ り遅 れ た場 合 に は遅 滞･追 徴 金 を請 求 さ れ る こ とが あ ります

す か ら､ 御 宝主意 下 き い.

9. 原 稿 締 切 日は 毎 月 20日で 原 則 と して 次 月 発 行 誌 に掲 載 され ます

ます｡
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掲 示 板

物性研短期研究会

｢液体金属の構造 と物性 ｣ 開催のお知 らせ

Q期 日 :昭和 46年 6月上旬 (第 1過), 2日間

o場 所 :東京大学物性研究所

O主 旨:来年 9月に第 2回液体金属国際会議が東京 で開かれます｡ それに向

って,(j)国内各分野での研究の現在の進展状況や成果 について討論 し,戻

に育成発展させる,回国際会議の企画 (セッシヲノンの種廟 トピックス等)

について国内研究者の間で討論 し, 日本独 自の寄与若 しくは重点をどこに

か くかを方向づける｡ の 2ツを主 目的に して,標記の研究会を計画 しま し

た ｡

j∫

o形 式 :今回は,末記の国際会議,占研究分野につき各 々 1)ポーターをおいて

国内研究の公平を紹介を行貴い,それを中心にシンポジ ウ ム形 式 に し ,

密度の高い ものに.した h ｡

o参加者 :参加 を申 し込まれ る方は,未記に連絡下 さい｡ その際,国際会議-

の関心 (分野 ),現在の研究内容 のまとめ (7)ポーター用) ,研究会での

コメン トの内容等について回答をお願T/,します｡

O旅費支給 :回答を もとに ,VソポL7グム にて是非発言 して頂 きたい方 を,

世話人 とリボ-31-との相談できめて,できるだけ多数 の方に旅費が支給

され るよう努力 しますQ (予算上 -15- 2 0人位の方に支給 できると思い

ます)0

勿論,研究会予算 を必要 とし覆い参加者は大いに歓迎 します｡
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掲示板 ･人のうとき｡ニ ュース

附記 1.第 2回液体金属国療会議 の主要テ ーマ

i)液体金属の動的及び静的構造

ii)液体金属及 び関連せ る物質状華中の電子状態

iii) 液体金属及 び関連せ る物質状翠中の厚 子的簡送性質

iv)液体金属及 び関連せ る物質状態中の原子的輸送性質

∨)液体金属の熟力学的性質

Vi) 金属の融解現象

附記 2.参加 申込

980 仙台市荒巻青葉

東北大学工学部応用理学教室

田 中 実 宛

世話人

代表 東北大 ,金研

東大 ,物性研

京大 ,基研

東北大,理

東北大,工

栄

雄

.
嗣

雄

実

貞

博

三

内

嶋

田

部

中

竹

中

松

涯
､
閏

人 の う こ き

l■

大 成 速 夫 氏 4月 よお 神奈川大学=学部講師

福 田 京 平 氏 4月 よb 日立製作所 _

赤 尾 直 人 氏 4月 よ_b 特許庁へ

ユ ー ス

原研 小幡行雄氏に｢液体におけ る熟中性子の散乱 Ⅱ｣を執葦 してほ しい｡

原研 千原慣三氏tf:｢常磁性体 におけ るパ ラマグノン励起 とスロッピー ･

ス ピン波励起の相違 ｣妊つ いて寄稿 して もらえるとよい｡
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○ 北大物性談話会 こ .辛-ス

'70.12.18 浜 中 俊 明 氏 (北大 .物理)

｢All一 七rans retina11の結晶構造 ｣

'71. 1･11 若 林 克 三 氏 (阪大 ･基礎工)

｢サルモネラ菌 ベン毛の多形の X線による基礎的研究 と

魂象論的考察 ｣

'71. 1.12 高 柳 滋 氏 (北大 ･物理)

｢LVi(NHS)2･Ni(CN14-2C6H6の磁性 ｣

'71.. 1.12 堀 内 純 子 氏 (北大 ･物理)

r｢マンガンクロマイ トの磁気異方性 ｣

'71. 1.27 平川金 四郎 氏 (東大 ･物性研)

｢低次元磁 性体に関す る最近の研究 ｣

○ 北大理学研究科物理専攻 70年度修士論文 (物性関係のみ )

秋 葉 親 秀 反強磁性金属クロミウムの異常電気抵抗 と臨界現象

中 山 洋 二 Clathrate化合物 机,NHS.)2 Ni(CN)4 2CdH6(M2+-N2i+,

M邑+)の NMR

沢 谷 雄 一 coherent-State Representation とその物性物理-の

応用

広 内 俊 夫 揺動散逸 定理

白 木 弘 之 ca2･Sr持 2H5COO)6(ト Ⅹ)(倶王5COO)占Ⅹ family の相転移 G7-)

研究

福 井 卓 臣 天然黄鉄 鉱 8･T.おける電気伝導現象
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ニ ュー一.ス

o 東大教養 コロキクム (1- 5月 )

1月 29日 森垣和夫 (物性研) 半導体中の高密度励起子

2月 5日 唐木辛比古 Relation betweE'ri the Dist'ril⊃ution of

zeros of Partition Function and_Phase Trlansiti-

on ir'the Zsing Mode'1 (博士論文)

2月 26日 福田京平 行列の固有値解法 による一方向に無限●町長 .V,イ ジ ン

グ模型 (修士論文)

5月 5日 赤尾 直人 軌道反磁性 (修士論文)

5月 19日 大成逸天 f?emoving the DivJergence at the Kond_o

Temperature t)y Means of fSelf-Consistent Pertu-

rl〕atjiOn Theory byTC･Y･Cheur).g and R･I)･Mattuck'

phy･S･Rev.B2 (1970) 2755 (論文紹介)

プ レプ リン ト案内

〔久 保 研〕

o Logarithmic Field I)epend_ence of the Susceptit)ility of a

Paramagnetj-C Fermi Liqu･id-ThePd.Problem-

(setsuo Misawa)

0 ESR Lineshape∈;a･nd.Saturation in the Slow Motional

Rp,glOn

(J.H.Freed_,α.Ⅴ.ちruno,C.PolnasZek)

o Effect of ftand_om =mpurities on Second_Ord_er Phase

Tran8ition

(T.Osawa and.F.Takano1

-124-
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ブレブリン ト案内

O _Ⅹ-ray Critical Scattering in 万'erroelectric Tri-Glycine

Sulphater

(Y-.Ftljii and.Y.Yamadーa)

o The Relation between ‡)honon FIreq_uencip,s and.=nteratolriic

Forc_e Constants

(W_{lochran)

o S-pirn C一〇rrelation尽 i羊与a One-I)imensional P.eiBent)erg

Ant土で亡きrromagnet

(R･J･Birgenea･u,R･Dingle,lvl･T･Hutchings,G･Shirane)

o Me(つも.anism of theFerroelectric,二PhaSe＼Transformation in

Rare-丑arth Molylコd_ateq (J.D.Axe,B.Dorrler and a-.Shirane)

o Brownian.ALioもion of a Nonli.near OtSCillator

(通ord_ec･ha:iBixon and Rot)er上 Zwanzig)

o On the Statistical Mechanical Natu.re of Biological

Motility<

(HiroShi Shimizu)

oゝOn the Transport of Partia･llyJ‡)01arised Light in a

G-aseou.s Atmo∈;There

(F.A.Laml3and_I).teT Haar)

o The でheory of Atomic Poユar土sat土on and.Applications to

Soユar Al〕sorption and_Emission IJines

(F.K.工凪ml〕and_D.tor Haar)

o Onset of Supercond山Ctivity tin One-I)imensionalSystems

(JIR･Tucker 即ld B･工･Halperin)

o A Reformulation of the Coheirent Po†;ential Approximation

a･rld It∈〕Applications

(Hiroyuki Shiva)

o OpticalExcitation of the Spin Systems in Magnetic

Crystals 1.Light At)sorption

(Torn Mor土ya)
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o Sou.nd_Attenuation n9ar the ExcitonicPhase Transition

Temperature in Bisrnuth in Very Strong Ma･gnetic Fields

(S.Ma串e and.T.Sakai)

o Th｡rrrlal Behaviors of Magnon Sid-e-Band.Elin Antiferrorna-

gnets

(Hid.Oho Tanaka)

o Neutron Orモ)ital Cross Section for a Tight-Bind.ing Mod_el

of Pa･ramagnetic Nickel

(S･W･Lovesey･and.C･G･Wind.sor)

o Th(∋I)imer Pro†)len and.the Generalized_XY一mod_el

(Masu.o Suzuki)

o 玉汀ectronic Heat Capacity-and_SusceptibilitTJ Of SIT)all

MetalPart土clOs
I

(R･Denton,ち.M-ユhユschユegel and I)･J･Scalap土no)

o B()und.Statesdu･e to a Magnetic =mpurity in a Supercond･-

1ユCtor 工

(Yosuke Nagaoka and_Tamifusa Matsuura)
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編 集 後 記

物性研究が刊行されてか ら7年半 に浸る｡ 最近の本誌の あっさか らみてわか

るように,投稿原稿が コンスタン トに集 まって くる｡ 物性研究者の中にこれが

定着 して きたためだろ うo 編･集部では商業雑誌やジャ-ナル的を′もの とちが っ

た特長 を持たそ うと考えているO 物性研究者 が研究上 のこ とは もちろん ,学問

の世界について述べでみたい ,知 bたい と思 うことを,隣の人 に語 bかけ る気

安さで,本革が利用できることがまず第一番 目の特長であろ う｡ 大学特集 はそ

の一つの試みだ し,今度計画 している学問の境界領域特集 もそ のことを考 えて

の ことであるo

ところが最近では,亘 うした意図をどの ように実際面で貫いてい くのかにつ

いて,考え浸ければを ら貴い ことがい くつか ある｡ 例 えば vol･ 15･J佑4 の

編集部 よbの記事 にある ように,本誌の論文 にオ リジナルをプライオ 1)ティを

もたせて引用 して よいか どうかの問題がある｡ また, 2月号以後 の図が美 くし

くをってい るが, これは図を トレース した あ と写真 に と9,オフセッ ト印刷 す

る方式把をったためである? 印刷屋の都合で この ようにをって しまったので あ

るが,結果的に,図はスマー トに浸ったが,それだけ多 く費用がかかることに

怒った｡ また,物性研究刊行 の会計上 (Jf)事務 をプログレス事j行会 にお願い して

いたが,物性研究,プログ㌣ス両方 とも仕蚤の草がふえ,プログレス干昭亨会 に

振 ることが困難に浸って きた｡ ｢物性研究 ｣を どの ように刊行 していけば よい

のか.読者の方に も考えていただ きたいと思 っている｡
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